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宮地和幸 3 ・野日忠秀 i ・新村 巌 !:*田中 剛先生の御逝去を悼む

Kazuyuki Miyaji"， Tadahide Noro調奇 and Iwao Shinmura 巧。 :

Obituary; Dr Takeshi Tanaka (1907-1997) in memoriam. 

元鹿児烏大学水産学部長，同大学名誉教授田中 剛

先生は，去る平成9年 11月 10日に鹿児島市内の病院で

病気療養中のところ，薬剤Jの甲斐なくお亡くなりにな

りました。享年九十歳でした。先生はl明治40年 (1907)

8月8日に楠岡県柳川市でお生まれになりました。昭和

6年4月に新設問もない北海道帝国大学理学部に入学

し，111田幸男先生の門下生として昭和9年北海道帝国

大学理学部を卒業されました。卒業後副手を経て助手

となり，UfPfI121年まで北海道帝国大学に勤務されまし
た。その後，鹿児島水産専門学校の創設とともに教授

として赴任し，昭和24年新制の鹿児島大学水産学部が

創設されると同時に教授に就任，Il自利48年4fJまでそ

の地位におられました。1I(j;f[J43年から定年までの5年

間は学部長の要職にありました。そのItfJlj先後の混乱の

中で水産専門学校の創設矧を経て，引き続き新市IJ大学

水産学部への改組のために力を尽くされました。また，

学部長時代には大学院の創設に も大きく貢献をされま

した。定年退官後は南日本短大の教授となり，昭和 52

年までそのJ[i誌にありました。さらに，昭和50年から鹿

児島県自然環境保全審議会委員を委嘱され，昭和l57年

から平成 6 年までは同会長の J~能にありました。

田中先生の卒論テーマは「日本産ガラガラ属の分類

学的研究」でした。先生自身の採集記によりますと，山

m幸男先生から 2百円という大金を調査費としていた
だき，約2ヶ月間も台湾各地を採集し，その足跡、は台湾

最南端の稔雲監必 (ガランピーに付属島の紅頭陳，火焼

鳥にもおよんでおります。卒業後の研究としては日本

産イバラノリ腐の分類学的研究をおこない，また恩師

である山田先生との共著の研究も幾つかあります。学

{立論文は「日本産原始紅i菜類の分類学的研究」でした。

当時既に水産前習所(現東京水産大学)の殖田先生が

日本産アマノリ属の分類学的研究を発表していました

が，アマノリ属以外の原始紅泌類に関する分類学的研

究はなく，その御研究はその当時最高のものでした。

学位を取得されたのは昭和l24年で，既に鹿児島へ移ら

れており，その事前の打ち合わせのために鹿児島から

札幌まで汽111で何回か往復なされたとお聞きしていま

す。当時は食組事情も怒く鹿児島特産の灰汁(あく )巻

きを持参して，その道中の飢えをしのいだと話してお

られました。

戦後，鹿児島大学に移られた田中先生は二つの方向

で研究をされました。その一つは鹿児島から南に広が

る南西諸島の淘i築中目を明らかにする研究です。そのた

めに回中先生は種子島から与那国島に至る南西諸島の

島々に採集に行かれております。その中で，鹿大水産

学部の練習船を使って，宇治群鳥，琉球諸島，フィリピ

ン :1ヒ音11のパタン諸島等に海ì~~相の調査を行いました。

その他にも種子島や屋久島周辺海域などには幾度とな

くドレッジ採集を行い，新しい海藻の発見につとめま

した。その成果は鹿大水産学部紀要などに多数の論文

や報告書として発表されています。田中先生は海外で

の経験も豊富で，昭和33年にカリフォルニア大学パー

クレイ校のパーペンフス教授のもとに9ヶ月留学され，

1I(j和 36年にはフランスで最初の学会発表を行いまし

た。前述のフィリピン北部ノミタン諸島調査はl昭和39年

10冗から 1ヶ月間行われました。ベトナムには昭和36

年2月から 8月までの6ヶ月 間雨ベトナムのサイゴン

大学(当時)で研究をなされました。「日本産海藻目録

1995Jによれば (吉田ら1995)，先生が新属として記載

した属は3属，新種として記載した種は 41種，新組み
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合わせは4種でした。このように日本の海藻の分類学

に大きく貢献をなされました。

田中先生の研究のもう一つの側面として藻類の応用

に関するものが上げられましょう。先生は鹿児島県で

のアマノリ属の養殖を広め，出水地方の養殖事業を成

功に導きました。昭和23年頃，出水地方の海苔養殖を

成功させるために，自ら海に入られて，女竹ヒピの建て

込みを行ったとそうです。また，鹿児島県下のワカメ

やヒトエグサの養殖事業にも参画し，沿岸漁業の発展

にも貢献しました。戦後日本人を悩ました寄生虫であ

る回虫の駆除成分を持っているマクリやハナヤナギの

資源量調査をおこない，増殖事業も推進しました。そ

のような功績から南日本文化賞(南日本新聞社)を昭

和29年に受賞されました。

その他に，自然保護活動にも先生は積極的に関係さ

れ，南九州の国立公園や海中公園に関する調査には常

に参画しておられました。またその他にも，天然記念

物であるチスジノリの分布調査を晩年まで行い，その

結果は弟子の一人である田代一洋氏とともに「宮崎県

域の川内川における紅藻チスジノリの生育分布につい

てJを発表しました。これが先生最後の論文でした。
学会活動は日本藻類学会の発会には発起人の一人と

して参加され，長く評議員として，藻類学会の発展に寄

与されました。また，日本水産学会においても九州支

部評議員を歴任しております。

先生の思い出で最も印象にあるのは非常に健脚で

あったということです。特に海岸では岩から岩へ飛ぶ

ように渡り，その早さには若い学生もついていけない

ほどでした。これは80歳を過ぎても変わりませんでし

た。それと，非常に記憶力が優れていたことです。特

に，海藻のことになると抜群でした。例えば，弟子の故

糸野洋鹿児島大学教授が採集した珍しい海藻標本を見

て，たちどころにこれは誰それのところで見た00に

良く似ていると，その種名を上げたものでした。また，

先生は話し好きで，昼休みなどに昔の採集であったお

もしろい話や'怖かった話などをよく学生にしておられ

ました。

まだ，まだ，先生の思い出やエピソードはっきないで

すが，最後に先生の主なる業績を紹介し，ご冥福をお祈

りして，筆を捌きたいと思います。

('274-8510千葉県船橋市三山2-2・1東邦大学理学部生物

学教室・.'890・∞56鹿児島市下荒田4・5ふ20鹿児島大学

水産学部.."890・∞82鹿児島市紫原2・26-9)
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